
 

貸－12 

住宅調書（表面） 

 

 

 

 

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

売却

・

理由 : 】

親所有

瓦 坪）㎡・建築延面積（

）（

家 賃

構 造

種 別

（様式第１号の２の添付書類）

住　　宅　　調　　書

所 在 地 　　　岐阜市薮田△△

●
　
現
　
在
　
の
　
状
　
況

）面積（ 坪）

円

㎡・

持
　
　
　
家

賃
 
貸

その他

（ ）造（

・ ・一戸建借家アパート等

敷 地

）

自己所有 配偶者所有 親所有 借地

月額

250 76

その他 （

その他 （

公団公営住宅 ・

建築年月日

既存家屋の
処理状況

）ぶき（ ）階建

本人

有

氏　　　名

共 済　幸 子

組　　合　　員

住 宅

２ 150）ぶき（ ）階建木 45

自己所有 配偶者所有

工事延面積（ ㎡・ 坪）

建築延面積（

15

㎡・

50

年）

新築または購入 ）造（（

母

年 齢

昭和 平成 　　○ ○

）

明治 大正

・

その他

取壊

月建築

（詳細を記入：

年60 10

（ ）が居住現状のまま

（経過年数

年 齢

・

本人 42

現 住 宅 の 家 族 を 記 入 く だ さ い

氏　　　名 続 柄 職 業 申請住宅完成後の同居の有無

有 ・ 無

共 済　一 郎 長男

配偶者所有

借地 （

無 有 ・ 無

職 業

67 無・ 無会社員

続 柄

共 済　花 子 妻 38

共 済　次 郎 次男 16

18

有 ・ 無

・ 無

●
　
家
　
族
　
構
　
成

申請住宅完成後に新たに同居人
と な る 家 族 を 記 入 く だ さ い

無

有

所有）

・ ・
面　積

購入予定地

㎡

坪）

坪

●
 
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

名義人となる者の氏名

親 所 有
敷 地

　　　共　済　太　郎

自 己 所 有

工　程
契
　
約

着
　
工

工
事
内
容

●
　
申
請
建
物
の
概
要

建築確認済証または建

築工事届の添付(写)

申 請 建 物 所 在 地
（土地購入の場合は購入場所）

　　岐阜市薮田△△

月 30 5 月日 日月 日 月

入
　
居

完
　
成

棟
　
上

購
　
入

円

20

円

無

円

日

円

日 6

円

1予定日

支払予定

日 月 月4

円

【有

増・改築・修理

建 築 業 者
又　　は
購入相手方

住　　所
業 者 名

　岐阜市須賀△△－○○
    共 済 建 設 （株）

1,000,000 3,000,000 5,720,000

漏れのないよう、正確に記入してください。 

現在の状況を正確に 
記入してください。 

建築基準法により届出が定められています。 

●有の場合 

「確認済証」・「建築確認通知書｣または「建築工事届」の写しを添付してください。 

 ●無の場合 

その理由を詳しく記入してください。 

※有無については、施工業者にお尋ねください。 

親族以外が所有する借地の場合、 
｢地主の承諾書｣が必要です。 

裏面「●必要資金」の
合計欄と同一の金額
になるよう記入して
ください。 

連合 恭一 

借用事由が土地購入の場合は購
入予定地の名義人を記入してく
ださい。 

90 



 

貸－13 

住宅調書（裏面） 

  

 

 

 

○

円

合　　　計　　　Ｃ 9,720,000

 共済申込金

 共済申込金

 住宅および敷地住所見取図（最寄りの駅、停留所または公共施設からの目標を明記すること。住宅地図の写でも可）

円

円

申込人氏名

4 月 1 日年令和

　　　共 済　太 郎

 ●必要資金（消費税込の金額を記入してください｡）  ●資金計画

円

○ ○ 銀 行

そ
の
他

金
融
機
関

6,000,000

円

円

円

 上記のとおり届け出ます。

（ＡとＣは同額となります｡)

17.7 ％ ●自己資金率　　　Ｂ／Ａ× １００ ＝

借
 
 
入
 
 
金

円

9,720,000 円

円

円

金　　　額借入名義人内訳(借入の場合借入先の名称)

円1,720,000

2,000,000 円

自 己 資 金　　Ｂ

共済 花子

円

土地付住宅購入費用

金　　　　額

円

9,720,000 円

土 地 購 入 費 用

項　　　目

合　　計　Ａ

新 築 費 用

増 改 築 費 用

修 理 費 用

住 宅 購 入 費 用

印

共
済

太
郎

自己資金は 

１割（10％）以上になるように

してください。 

(小数点以下第 2 位四捨五入) 

見取図には、実際に記入していただくほか、

住宅地図等の写の貼り付けでも可能です。 

消費税も含め
て記入してく
ださい。 

見積書（税込）と同一額 

住宅貸付と在宅貸付の両方を
借り入れる場合は、それぞれの
貸付金を記入してください。 

申請建物の位置を 

蛍光ペンなどで 

明記してください。  
ココ⇒ 

自己資金はゆとりをもち、無理のない返済計画を立ててください。 
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90 

90 
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